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1 ．研究の 目的 と方法

　背景と目的

　戦後の わが国の教育は、児童 生徒数の 著しい変

動に大きな影響を受けて きた。戦後直後の 第 1次

ベ ビーブーム （1947−49 年．ピー
クは 1949 年の

270 万人）世代は、1954年度か ら小学校に 、 1960

年度に は 中学校、1963 年度に は高校に 、そ し て

1966年度に は大学に 入学 した。大量の入学者の殺

到 によ り、小学校 か ら高校ま で は 「す し詰め学級」、

大学は 「マ ス プ ロ 教育」、受験戦争 とい う教育問題

を生み出し た。その 世代の子 どもは、1971 年か ら

1974 年に か け て大量 に 出生 し、第 2次ベ ビ
ー

ブ
ー

ム （ピ
ー

クは 1973年、209万人）と呼ばれた。1980

年代には再び学校入学者が増大 し、1980 年代半ば

に は多数の 高校が新増設 された。

　 しか し、合計特殊出生率の低下もあっ て、出生数

は 、
1974 年以後 、

1990 年代初頭まで急激に減少を

続 けた 。 そ の 後現在に至るまで 10年余の 聞、120

万人前後で
一進一

退 を繰 り返 して い るが、近い 将

来 、大幅な減少が見込まれて い る．

　第 2 次ベ ビ
ー

ブ
ー

ム 以後の 出生数減少に伴 う児

童 生徒数の減少 に どの よ うに対処す るかは、こ れ

まで の初等中等 レ ベ ル の学校教育の 大 きな課題 で

あっ た が、高校や大学・短大 で は 目下最大 の 課題 と

なっ て い る。しか し、初等中等教育で は、10 年前

後の 将来にお い て は、児童生徒数の 減少が
一

層進

行する こ とか ら、さらに大きな教育問題となるで

あろ う。 本年 5 月 に財務省が平成 20 年度概算要

求の 編成方針を発表 し、初等中等における大胆な

学校統廃合を提案した ところである．

　学校 の 統廃合 の 問題 には 、 学校規模に関する基

礎的な研 究が必要不可欠である。特に、学校の 規模

の 違 い に よ り、教育の 条件や教 育の 実態は ど の よ

うに異な っ て い るかを確かな証拠 を示 して明 らか

にする こ とが必要で あ る．，

　本研究 で は、その よ うな観点か ら、次の ような事

項を研究する。

　第 1 に、戦後にお ける学校規模の分布の推移を

分析する 。 第 2に 、 都道府県別にみた学校規模の

分布 の 現状を分析す る。第 3 に、学校規模の 側面

として の児童生徒数、学級数、教員数の 関係を分

析 し、 さらに 、 学校 の 教育水準 の
一指 標 として の

教員
一

人 あた り児童生徒数 （PT 比、　 ST 比）と

教育費の
一

指標 として の児童生徒
．・

人あた り教員

数を分析する。第 4 に 、学校規模に よっ て各学校

にお ける授業や部活動が どの ように異なっ て い る

かを分析す る。

　資料 と方法

　先の第 1 と第 2 の研究課題に対 して は、文部科

学省 『学校基本調査』（各年度）の 統計データ を利

用 して分析する。

　第 3 の課題 に対しては、広島県教育委員会 『公

立学校基 本数』（平成 18年度版）に掲載され て い

る学校別児童生徒数、教員数等のデー
タを用 い る．

広 島県は、沿海都市部 と中国山地 ・島嶼部の 過疎地

か らなる多様な地域で あ り、学校規模も多様で、

事例分析の 対象 として適切である。

　第 4 の
「
課題に対し ては、2004 年末か ら 2005 年

初にか けて発表者 らが 実施 した 「学級規模 と少人

数学習に関する全国校長調査1の デー
タを用 い る。

表 1　 校長調査票の回収状況

学校数 樺 配布数 騰 國 蟀

国 731 ／1 73 3750 ．7

公 23，8651 ／102 ，38674831 ，3
小

学
校

私 1721 ／2 86 2124 ．4

計 24，110 2，54580631 ．7

国 781 ／1 78 3848 ．7
中

学
校

公 10，454 レ101 ，04532731 ，3

私 6801 ／5 136 64 ．4

計 11，212 1，25937129 ，5

そ の他＊ 45

総計 35，321 3
，
8041

，
22232 ．1

＊特殊 教育学校 3、小 中併置校 10、中高併置校 32。
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2 ．戦後に おける学校規模の 推移

表 1　 学校規模の分布の推移 （公立小学校）

子 ， 子 父　　（％ ）
年

学校数

　　計
5芋

髭

6−11
卍 当

112

−18
畄

19−24
畄

r25

−30
卍 当

，

31子

琵 上

ノ 、

　−11
正

12−18

冫

　19−2425 一

195926 ，6777 ，1428 、5016 ，1501 ，9811 ，3961 ，507 59％ 23％ 7％ 11％

197024 ，5175 ，5079 ，3424 ，4692 ，3042 ，893 2 61％ 18％ 9％ 12％
198024 ，53で 4，5177 、4004 ，6393 β332 、6002 ，042 49％ 19％ 14％ 19％
199024 ，3103 ，7477 ，4966 ，8693 ，9141 ，フ91493 46％ 28％ 16％ 9％
200023 ，5063 ，5408 ，6457 ，3513 ρ45824101 52％ 31％ 13％ 4％

200522 ，4733 」508 ，0576 ，6953 ，2101 」30231 50％ 30％ 14％ 6％
2006222533 」057 ，8786 ，53032801 ，189271 49％ 29％ 15％ 7％

（出典 ：文部 科学省 『学校 基本調査 』分校を含み、休校中を除く）

　　図 1　 学校規模の 推移 （公立小学校）
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　表 1 は、1959 年度か ら 2006 年度までの約 10

年ごとの 公立小学校の学校規模 （学級数）の 分布

の推移を示 して い る。学校数は 分校を含み、休校中

（0 学級）の 学校を除く数字である。1959年度に

は大 規模校 と小規模校の 割合が 大き か っ た が、

1970年度には 31 学級以上 の 著 しく大規模な学校

と 5 学級以 下 の 過小規模校 の 割合が減少 した 。

1956 年 11月の 中教審 「公立小
・中学校の 統合方

策に つ い て の 答申1 によ り、教育水準 の 向上 と学

校経費 の 合理化の ために小規模校の統合が提案さ

れ 、おおむね 12 学級学校 以上 18 学級が標準 とさ

れた。こ れ以降、学校統合が進行 し た。

　 しか し、 第 2 次ベ ビ
ー

ブーム 世代が入学 した

1980年度には、大規模校が増加 した。その後、児童

数の 減少 に伴い 1990年度以後は 、大規模校が減少

し、小規模校と法令上の適正規模校 （12・18 学級）

の 割合が増加 して い る。現在、おお よそ、適正規模

校は約 3 割、小規模校が 5 割、大規模校 （19 学級 以

上）が 2割となっ て い る。なお、近年、大規模校

の 割合が微増の傾向に ある。
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3 ，都道府県に おける学校規模の 分布

表 2　都道府県別学校規模、 分校 ・複式学級 （％ ）

学嬾 （％）

学校数計
分校

（％）
11学
級以

下

12−18
学級

19学
級以

上

一校

平均

学級

数

複式

学級
（％）

神奈川県 877 α212 ．736 ．950 ．418 ，30 ．D
大阪府 1031 α7 ¶7．043 ．639 ．416 ．70 ．1

埼玉県 8280 ．621 ，041 ．737 、316 ．301

沖縄県 2801 ．847 ．118 ．234 ，613 ，241
愛知県 9860 ．427 ．238 ，834 、015 ．40 ．5
奈良県 2350 ，038 ．732 ．328 、914 ．30 ．7

兵庫県 8331 ，039 ，532 ．528 ．O14 、20 、8

静岡県 5421 ．140 ．032 ．327 ．713 、51 ，3
滋賀県 2341742332 ．125 ．613 ．90 ．4
群馬県 3461 ，743 ．13t825 ，113 ．308
千葉県 858 α937 ．437 ．525 ．『 13．90 ．3
長野県 4052 ，047 ．227 ．924913 ．1O ．3

福岡県 7741 ．342 ，437 ．020 ．713 ．OO ．8
宮崎県 2813 ．661 ．619 ，219 ．210 ．56 ．5

宮城県 4613 ．354 ．426 ，519 ．霊 11．92 ．4
京都府 440t145 ．535918 、612 ．40 、6

広島県 6030 ．559 ．722 ．417 ，910 、84 ．5

岐阜県 3920 ，351 ．330 ．917 ．912 ．01 ．5
全国 喋04061755 ．926 ．417 ，713 ．72 ，6
石川県 2462 ．453 ．330 ．116 ．711 ，23 ．0
愛媛県 3630 ，867 ．516 ，316 ．310 ．24 ．7
東京都 13310 ，126 ．457 ，616 ．113 ．70 ．1
福島県 5544 ，065 ．718 ．216 ．110 ．23 ．6

茨城県 5770054 ．229 ．815 ．911 ．70 ，7

佐賀県 1939 ．357 ．028 ．015 ，0 循0．82 ．5
岡山県 4411 ．864 、221 ．114 ，710538
山ロ県 3591 ，468 ．017 ．514 ．59 ．56 ．3

栃木県 4240 ．260 ．425 ．214 ．410 ，62 、4
三重県 4383061 ．624 ．413 ．910 ，629
山梨県 2164 ．658 ，827 ，813410 、41 ．9

香川県 2042554 ．432 、413 ．211 ．311
熊本県 4695 ．167 ．819 ，213 ，09 ．83 ．7
山形県 3605 ，875312 ．512 ．28 ，97 ，4
新潟県 5730 、963 ．424 ，412 ，210 、33 、5
富山県 2231356 ．531 ．811 ．711 ，020
北海道 で40哇 o．465 ，524 ，11049 、211 、5
鹿児島県 6051 ．777 ．512 ，110 ．47 ．913 ．0

青森県 3990 ．567 ，921810 ．39 ．26 ，7

長崎県 4108 ．070 ．220 ．59 ，3895 ．8

秋田県 2930 ，775 ，1 蓬6．08 ．99 ．23 ，5

徳島県 2733 ．378 ．413 ，28 ．47 ．34 ．8

和歌山県 313587 瓏．220 ．48 ，38 ．59 ．6
大分県 3674 ．674917 、27 ．98 」 69

高知県 3121 ．379 ．812 ，57 、77 ．410 ．6

福井県 2182869 ．324 、36 ．49 ．246
鳥取県 1749 ．862 ．631 ．G6 ，3973 ．1

島根県 2692 ．6781 ｛566 ．382 ｛20
岩手県 4450776 、6 ｛7．16380102

図 2　公立小学校の 学校規模の 特性の 県別分布

　表 2 は 、
47都道府県 の 公立小学校の 学校数、分

校の 割合 、 学校規模の 分布 、 1校平均学級数、複

式学級 の割合を示 して い る。 なお、各県を大規模

校の割合 の 大きい 順に並 べ て い るtt

　図 2 は、各県の横軸に小規模校 （11 学級以下）

の 割合、縦軸に大規摸校 （19 学級以上）の 割合を

プ ロ ッ トしてい る。

　こ の 図か ら、2 つ の こ とが読み取れ る。第 1 に、

全体 として 、大規模校の割合が高い 県は小規模校

の 割合が低く、逆に大規模校の割合が低い 県ほ ど

小規模校の 割合が高くなっ て い る。そ して第 2 に、

東京都は大規模校 と小規模校の 割合 が 特に低 く、

適正規模校の割合が高い （図中の 円の 直径が大）

の に 対 し て、沖縄県は適正規模校の割合が低い （円

の 直径が小）。

　 適正 規模校の 割合が大きい の は、東京都、神奈

川県 、 大阪府、 埼玉県 、 愛知県 、 千葉県 、 福岡県、

京都府 とい っ た都 市部が多く、反対に、高知県、

鹿児島県、山形県、島根県などは適正規模校の割

合が小 さい
。

　分校の割合をみ ると 、 鳥取県 （9．8）、 佐賀県 （9．3）、

長崎県 （8．0）、和歌 山県 ・山形 県 （各 5．8）が多

く、奈良県 （0．0）、 茨城県 （0．0）、 東京都 （0．1）

が低い．全学級数に占める複式学級 の 割合をみ る

と、鹿児島県 （13．0）、島根県 （12．0）、北海道 （11．5）

多く、神奈川県 （O．O）、東京都 （0．1）、埼玉 県 （0．1）

が低 い 。

　 全体 と して 、小規模校が多い 県は 、分校や複式学

級 の 割合が高くなっ て い る。中国、四国、九州、

東北 の 各地方では分校や複式学級の割合が高く、

適正規模校の 割合が低い 。

（出典 ：文部科 学省 『学校基 輻調査』，2005）
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4 ．学校規模 と教育条件

　こ こ では、広 島県を事例 として、学校規模の 3
っ の 構成要素で ある児童生徒数 ・学級数 ・教員数

の 関係を検討 ずる とともに 、 学校規模と教育水準

の 関係を分析する。

　資料は、広 島県教育委員会 『公 立学校基本数』

の平成 18 年度版を用い た 。 休校中の 学校を除い

た学校数は、小学校が 576 校 （分校 1校を含む）、

中学校が 250校 （すべ て本校）である。分析の対

象とした教員は、校長、教頭、教諭 ・常勤講師 ・

助教諭、養護教諭 ・養護助教諭で ある。これ らの

合計を教員数とす る。

　　図 3 と図 4 は 小 中学校の 児童生徒数と教員数

の 関係を示 して い る 。 小中学校 とも、児童生徒数

が 100人を超える規模では、児童生徒数と教員数

の 関係は直線的になっ て い る 。 しか し、 児童生徒

数が 100人を下回 るような小 さい 学校の場合、小

学校で は教員数が相対的に小 さい の に対し、中学

校では教員数が相対的に多く、小規模校でも 10人

程度の 教員が配置 されて い る こ とが分かる 。 中学

校は教科担任制の た め 、各教科を担 当する教員が

必要で あ り、小規模校であっ て も最低で も 10 人

の教員が配置される こ とにな る。

「　　　図 3 広島県
＞ANt7，r・学 校の 児 童数と教員数
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　図 5 および図 6 は教員 一
人 あた りの児童生徒数

の 分布を示 して い る。 広島県の 公立学校全体にお

ける教員
一

人あた りの 児童 生徒数は、小学校が

13．6 人、中学校が 12．7 人 で あ る。

　小学校 （図 5 ）で は、教員
一・
人あた りの 児童生

徒数が 12以上 の 学校 と 10以下 の 学校の グル ープ

に分かれて い る。中学校 （図 6）でも 2 つ の グル ー

プ に分かれて い る。教員
一
人あた り児童生徒数の

学校間格差は極め て 大 きく、小学校では最小は 2、
最大は 27、中学校で は 2 か ら 22 の 範囲にあ る c

　　　　　 図・ 広島県小学校 獺 一
人あた L」児雖 徒数 　 　 1
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　図 7お よび図 8 は、学校規模 と教員一
人 あた り

の 児童生徒数の関係 を示 して い る。小 中学校とも

に 、 児童生徒数が約 200 人以下 の 小規模校で は、

学校規模が小さい ほど教員
一

人 あた りの児童生徒

数は急激に小さくなっ て い る 。 しか し、200 人 を

超える学校では 、学校規模が大きい ほ ど教員一
人

あた りの児童生徒数は緩やかに増大し て い る．
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　図 9 お よ び 図 10 は学校規模 と児童生徒
一

人あ

た り教員数 の 関係 を示 したもの であ る。児童生徒

数が 100人以下 の 学校で は児童生徒
一

人あた り教

員数が大きくなる。小学校の場合、10 人程度 の 学

校で は 0．5、100人程度だと0．12、iOOO人程度だ

と 0．05 以下にな っ て い る。 こ の こ とは 、 小規模に

なるほ ど児章生徒
一

人あた り費用が大きくなる こ

とを示 して い る。

　 　 　 　 　 　 図 9 広島県小学校 児童
一

人 あたり教員数
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表 3　TT・少人数学習の実施率 （％ ）

1o　　　　　　　 1oo　　　　　　　 1ooo

　 　 　 児童数b9

10000

小 中

緊 予
差

子 子
差

現 在実 施 43．075 ，853573 ．1
TT か つ て実施 7．714 ．3 脅曹血 7019 ．4 禽野鴨

実施したことがない 49．39939 ．57 ．5
合 計 100 ．01000100 ．0100 ．0
現在実施 20．068 ．511 、182 ．8

少

人

数

か つ て 実施 3．65 ．4 賣脅曹 8．36 、3 鴨舜糞
実施した ことがない 76．426 、180 ．610 ．9
合 計 100、O100 ．0100 ．0100 ．0

．
［

一
．

旨　 　　　 　　 　　　 　 図 10 広島県 中学校 生徒
一

人 あた り教 員数
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5 ．学校規模 と授業 ・部活動

　学校規模によ っ て授業や部活動は どの よ うに異

な っ て い るの か を 、
「学級規模 と少人数学習に 関す

る全国校長調査1 の デー
タ分析に よっ て 明らか に

したい ，，こ こ で は、授業につ い ては、テ ィ
ーム ・テ

ィ
ー

テ ィ ン グ （TT ）、少人数学習 、 習熟度別授業

の 実施状況を、部活動で は 、設置 して い るクラブ の

数 と各ク ラブ の設置の有無につ い て報告するtt

（1 ） Tr 「と少人数学習の実施状況

　表 3 は、皿 と少人数学習の 実施 状況を学校種

別 、 学年別 に比較 したもの で ある。これ よ り、小

学校、中学校 とも、 1学年 1学級を超える学校規

模が大きい 学校で Tr ・少人数学習が より多く行

われ て い る こ とが 明 らか である。学級数が多 い ほ

ど教員数が多く、中学校では 1教科で 複数の教員

が い る な ど教員 の 配置が容易になるか らで あろう、

（2 ）　 習熟度別授業

　校長に対 して 、「特定教科だけ、習熟度に応 じた

学級編成を して い る場合、教科名 と簡単な説明を

ご記入 くだ さい 」とい う質問を行っ た。表 4 は、学

年別各教科別 に習熟度授業の 実施率を学校規模別

に示 して い る。学校規模は、1学年 1 学級以下と、

1学年 1学級超で集計し た。

　国語で は、習熟度別授業の 実施率は低い が、小学

校 3年生か ら 6年生 までにつ い ては 、 学校規模の

寄 り実施状況に統計的に有意な差があ り、1学年

1学級超 の 大規模校の方が、習熟度別授業をよく

実施 して い る。

　算数 ・数学につ い て は、小学校 と中学校 の 全学

年で 、学年 1学級超 の 大規模校 の 方が実施率が有

意に高い 。特に、小 3 、小 4 、小 5、小 6 では習

熟度別授業の 実施率に 大差があ る tt

　英語 につ い ては、中学校 1年生につ い て だけ、

大規模校で実施率が有意に高 くなっ て い た。

　以上 の 分析か ら 、 国語、数学、英語 とい っ た主

要教科の習熟度別授業は、学校規模が 1学年 1学

級超 の 大規模校で より多く行われて い る こ とが明

らか に な っ た 。

表 4　習熟度別授業の実施率

1学 年1学級 以下 1学年 1学級超 全 体 差

小 1
小 2

小3 ．4 廊

小4 1．4 4．4 窟★
国

語
小 5 ．8 圏 4、3 ★

小 6 ．4 4．7 貢☆

1 2．2 2．32 ．3
2 4．4 2．72 、9
3 44 2．72 ．9

小 1 ・ 禽

小 2 ， ★鳶

小 3 4． 15 ★費肉

小 4 4． ★貢★
算

数
・
数

学

小 5 1 ．胄脅★

小6 5． 貞需★

1 2．2 慮9，416 ．9 ★宵

2 8．9 22．820 ．8 ★

3 89 22．820 ．8 暫

1 0．0 11．09 ．4 忠
英

語
中2 4．4 13、712 ．3

3 44 148133
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（3 ）小学校に おける専科教員に よる授業

　表 5 は、小学校の 専科教員に よる授業の 実施状

況 を学校規模別 に集計した もの で ある。

　算数と体育で は学校規模に よる実施率の有意な

差は見 られ なか っ た 。
しか し、 理科では 、

1 学年

1学級以上 の大規模校で実施率が小 5で 19．2％、

小 6 で 213 ％と有意に高 くなっ て い た。

　家庭科では、学習学年である小 5 で、17．0％ 、

小 6 で 17．9％ と 1 学年 1学級 以上 の 大規模校の

実施率が有意に高か っ た。音楽で はそ の傾向が特

に顕著で あ り、1学年 1学級以上 の大規模校で は、

小 3 で 26．3％、小 4 ・5 ・6 で は 30％を超える

実施率であ っ た 。

　以上 の よ うに、専科教員に よる授業は、理科、

家庭科、音楽 とい っ た実験や実技が含まれ る教科

で、 1 学年 1学級以上の 大規模校で 、 中学年 ・高

学年で よく実施 されて い る こ とが明 らかにな っ た。

こ れ は専科教員は大規模校に配置 されて い る こ と、

大規模校で は教員のや りくりが可能で ある か らで

あろ う。

表 5　専科教員による授業の実施率 （％）

1学年1学級 以下 1学年 1学 級 超 全体 差

小1 0、5 1．00 ．8
小 2 0．5 1，31 ．1

算 数
小 3 14 2．11 ．9
小4 1．4 3．52 ．8
小 5 1．4 3．32 ．7
小 6 o．9 2．72 ．2
小 3 7．2 6．97 ．0

理 科
小 4 8．6 12．111 ．1
小 5 9．5 19．2 〜6．3 虎六★

小 6 9．0 21．317 ．7 貨賞★

家庭科
小 5 9．0 17．014 ．6 ★肉

小6 8．6 帽7．915 ．1 費胃六

小 1 5．4 5．85 ．7
小2 5．4 8．57 ．5

音楽
小3 11．3 26．32t8 ★嚢★

小4 12．6 30．825 ．3 ☆肯賞

小 5 13．5 34．228 ．0 ★砦★

小6 13．5 34．228 ．0 曹★脅

小 1 0、9 1．21 ．1
小2 0．9 1．00 ．9

体育
小3 0．5 1．91 ．5
小4 1．4 232 、0
小5 0、9 2．52 ．0
小6 0．5 1．91 ．5

が 多くなるほど、クラブ の 数は増大 して い る。図 9

はそ の 図示であ る。生徒数が 200−400 人の規模の

学校になる と、運動部ク ラブ数は 団体系 ・個人系

とも 3 を超え、音楽系も 1 を超え、全体で約 10 に

なる。その 規模に なると、さらにサ ソ カ
ー部の 設

置率は約 7割にな り、陸上部も 6 割になる。

表 6　学校規模別にみ た部活動クラ ブ数 （平均値）

生徒数
運動部
（団体）

運動部
（個人）

音楽系 文化系 計

1−49 0，7 1．50 ，10 ．32 ．5
50−99 1．8 1．60 ．30 、44 ．1
100−199 2．62 ．60 ，70 ．76 ．6
200−399 3．43 ．6 1．0 1．79 ．7
400−599 3，74 ．2 1．12 ，111 ．1
600一 3．65 ．0 1．53 ．313 ．5

図 9　学校規模別に みた部活動設置数
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図 10A サ ッ カー部の有無 （％）

■ 文化 系部活動

ロ 音楽 系部活動

匿 運動部 （個人）

5 図 運動部 （団体）

（4 ）部活動の状況

　 『大きな学校 　小 さな学校 』（パ
ー

カ
ー・ガ ン ブ）

で 有名 なよ うに、課外活動で は特に学校規模 の 影

響が大 きい こ とが知 られ て い る．

　これ は本調査 で も同様であ っ た．表 6 は、中学校

の 部活動の クラブ の 数の 平均値を学校規模別 に示

して い る。クラブの 種類の 如何に関わ らず、生徒数

図 10B 　陸上部の 有無 （％〉

6 ．総括

7 ．参考文献

（略）
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